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ノーベル物理学賞受賞が決まった益川敏英・京都産業大教授から「核兵器のない世界を」署名が届きました。

京都原水協が府内の著名人、宗教者、被爆者など各界に送付したお願いに応えたもの。2010 年 NPT 再検討
会議にむけ、核兵器廃絶の圧倒的な世論の高まりを作り出すため、心強いバックアップです。 

都道府県原水協事務局長会議ひらく 

日本原水協は 11月 29、30の両日 東京で都道府県事
務局長会議を開きました｡会議は2010年のNPT再検討会
議までの17カ月を展望し、核兵器をめぐる情勢をつかみ、
原水協の果たすべき役割と運動方向を討論し，意思統一

をはかること、そのために全国のすぐれた経験や教訓を

交流し、学びあうことを目的に開かれました｡ 
会議には全国44都道府県の事務局長と中央団体の代表
が参加。報告に立った高草木事務局長は、世界はいま｢核

兵器のない世界｣をめざす大きな流れがうまれている｡こ

のことにしっかり確信を持ち、運動を強めていこうと強調しました。 

新署名短期間に１万ちかい集約－大阪 

 大阪原水協は短期間に１万ちかい署名を集約しています。 
新婦人府本部は２つの署名を広げる‘ピースチャレンジャー’の運動をすす

め 7000を超える署名を集めています。阪南支部は鳥取高校前で 80、枚方支部
は津田高校前で 53の署名を集めています。 
大阪民医連は 12万目標を決め、３・１ビキニデー、2009年世界大会を節に、
すでに 4000 人の署名を集めています。大阪母親大会連絡会はカラーリーフを
活用し、署名を呼びかけています。 
地域では八尾原水協が年末までに 1000 人を達成するため加盟団体に署名用
紙を、寝屋川原水協は 3000 枚の署名用紙とカラーリーフを加盟団体にそれぞ
れ下ろしています。住吉区では阪南医療生協を中心に署名用紙とポスターを活

用しています。 

被爆者援護 2000 万円募金グッズ有効活用－愛知 

愛知県原水協は関係諸団体に、いわさきちひろの赤ちゃんとチューリップの

シール 1000枚、募金封筒 1300枚、ステッカー1100枚にお願い文書と注文書
をつけて、郵便と手便にわけて届け始めています（団体と地域、個人役員併せ

て 240カ所）。 


